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※ 文部科学省公表資料 



国・県等関係者が総力を挙げて目指すべき目標スケジュール 

平成２７年度 
（２０１５年度） 

平成２８年度 
（２０１６年度） 

平成２９年度 
（２０１７年度） 

平成３０年度 
（２０１８年度） 

平成３１年度 
（２０１９年度） 

 平成３２年度 
  （２０２０年度） 

既に具体化が進ん
でいるもの 

福島浜通り 
ロボット実証区域 

放射性物質 
分析・研究施設 

モックアップ試験施設 

廃炉国際共同研究センター
国際共同研究棟 

早期に事業化を目
指すもの 

ロボットテスト 
フィールド 

国際産学官共同研究室 
（ロボット） 

情報発信拠点 

スマート・エコパーク 

事業化に向け更に
検討が必要なもの 技術者研修拠点 

（廃炉人材） 

技術者研修拠点 
（防災） 

国際産学官共同研究室 
（放射線の知識を必要とする 

多様な研究分野） 

大学教育拠点 

ハイテクプラザ 
浜通り分所 

民間主体で検討。平成２９年度以降事業化 

民間主体で検討。平成２９年度以降事業化 

詳細を検討し、平成３０年度以降事業化 

詳細を検討し、平成３０年度以降事業化 

詳細を検討し、事業化 

最先端の 

イノベーションを興
す拠点の構築を目

指す 

～ 

 平成２８年度以降事業化 
①「福島浜通りロボット実証区域」との連携 
②ロボットコンテストの開催 
③規制・認証取得などの仕組みの構築 

詳細を検討 国内外からの 
ロボット産業集積 

を目指す 

 平成２８年度以降事業化 詳細を検討 

 平成２８年度以降事業化（平成３２年度運用開始） 詳細を検討 

最先端の 

イノベーションを興
す拠点の構築を目

指す 

 平成２８年度以降事業化 個別リサイクル事業の早期事業化に向けた支援や人材育成等 研究会設置 
環境・リサイクル産
業集積を目指す 

平成２７年４月１日公募開始 

※平成28年度整備予定の廃炉国際共同研究ｾﾝﾀｰ国際共同研究棟等での研究開発等の取組を通じて、産学官共同研究室(放射線関連分野)構築に向けた課題等を把握・分析し、平成30年度以降事業化を目指す。 

※平成28年度整備予定の廃炉国際共同研究ｾﾝﾀｰ国際共同研究棟等での人材育成等の取組を通じて、大学教育拠点構築に向けた課題等を把握・分析し、平成30年度以降事業化を目指す。 

※当面、福島県ハイテクプラザのコアセンター（郡山）の体制を強化しロボット産業支援を行い、そこでの課題等も踏まえ、福島県ハイテクプラザ浜通り分所の設置を検討する。 

既に事業化に着手 平成２８年度中に運用開始 
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既に事業化に着手 平成２９年度運用開始 

平成２７年夏頃運用開始 既に事業化 
に着手 

※平成28年度以降も、廃炉・環境回復等の研究開発については継続的に推進。 
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